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長野県諏訪地域と周辺の菌類. 1. フウセンタケ属の日本新産種Cortinarius luteoornatus 

 

小山明人 

 

〒399–0214 長野県諏訪郡富士見町落合12,291–2 

 

Fungi of Suwa region and its adjacent areas, Nagano Prefecture. 1. First record of Cortinarius luteoornatus from Japan 

 

Akito Koyama 

 

12291–2, Ochiai, Fujimi-machi, Suwa-gun, Nagano 399–0214, Japan 

 

Cortinarius luteoornatus is reported for the first time from Japan. It was found in coniferous forests around subalpine moors of 

Ina-shi and Hara-mura, Nagano Prefecture, in mid-July to mid-August. 

（Bulletin of Chino City Yatsugatake Museum, No. 29） 

 

Key Words–Cortinarius luteoornatus, section Armillati, subalpine forests, new record, Japan. 

 

フウセンタケ属Cortinarius (Pers.) Grayは担子菌門ハラタケ目フウセンタケ科に属し、子実体にクモの巣膜

（cortina）を有することや、イボ状突起を有する有色の胞子により形態的に特徴づけられる。本属は、担子菌門

においてはベニタケ属Russula Pers.と並ぶ巨大な属であり世界では約2,000種が記載され（Garnica et al. 2005）、

日本では117種がこれまでに報告されている（勝本, 2010）。 

 筆者は亜高山帯を中心に、10年以上に渡って長野県諏訪地域とその周辺において菌類相の調査を行っている

が、今回、南アルプス山域の入笠山付近の亜高山帯の高層湿原周辺と八ヶ岳周辺の針葉樹林内において、ツバフ

ウセンタケ節 sect. Armillati Kühner & Romagn. ex M. M. Moserの一種と推測されるフウセンタケ属の不明種を採集

した。これらについて、肉眼的・顕微鏡的な形態形質並びに核リボゾームDNA遺伝子の内部転写スペーサー領

域（ITS領域）の塩基配列を調べ、ツバフウセンタケ節の既知種と比較した。その結果、日本からは未報告の

Cortinarius luteoornatus (M.M. Moser) Bidaud, Moënne-Locc. & Reumauxと同定したので報告する。 

肉眼的観察は生標本に基づき採集から2日以内に行った。色名の表記はマンセル値（日本塗料工業会, 2019）

を付記した。標本は電熱器により乾燥標本とした。光学顕微鏡観察は乾燥標本（TNS–F–70996、TNS–F–82003、

TNS–F–82004）に基づき、ひだ、かさ表皮やかさ肉の切片をそれぞれ3 % 水酸化カリウム水溶液に封入してプ

レパラートを作製して行った。担子胞子の計測は担子突起および表面のいぼを除外して測定した。各測定値は複

数標本を用いて測定し、何個測定したのかを（XXX個、N標本）のように付記した。供試標本は国立科学博物

館植物研究部の標本庫（TNS）に保管されている（表１）。 

DNA の抽出には生標本を使用し、DNA 抽出およびPCR 増幅のプロトコルはOrihara et al.（2012）に従った。

PCR増幅には ITS5と ITS4（White et al. 1990）のプライマーセットを用いた。増幅されたPCR産物について、株

式会社ファスマック（神奈川県厚木市）または東京大学大学院新領域創成科学研究科の奈良研究室にダイレクト

シークエンスを依頼し、得られた塩基配列データをアセンブルした後に、NCBI GenBankに登録した（表1）。NCBI

のBLAST検索（Altschul et al. 1997）により、本菌の ITS領域の塩基配列と相同性の高いフウセンタケ属菌の塩基

配列を調べ、それらの配列情報をGenBankから取得した。GenBankから取得した塩基配列と、本研究により新た

に得た本菌の塩基配列情報を統合してデータセットを作成し、MEGA6（Tamura et al. 2013）に実装された Muscle

（MEGA6, https://www.megasoftware.net/; 2021 年 1 月 20 日最終確認）を用いてデータセットのアライメントを施

した。その後、分子系統解析を MEGA6 の最尤法を用いて行った。進化モデルは Tamura-Nei model を使用した。

外群はNiscanen et al.（2011）を参考にCortinarius neosanguineus Ammirati, Liimat. & Niskanen, C. birkebakii Ammirati, 

Niskanen & Liimat.とした。各枝の信頼度は3,000回のブートストラップ反復によって評価した。 
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表1. 供試標本． 

種名 標本番号 

ITS領域の

GenBank 

登録番号 

採集年月

日 

採集場所 標高 採集者 

Cortinarius luteoornatus TNS–F–70995 – 2016/7/14 長野県伊那市入笠山 1810m 小山明人 

C. luteoornatus TNS–F–70996 MW474951 2016/7/27 同所 1810m 小山明人 

C. luteoornatus TNS–F–70997 MW474952 2016/7/30 同所 1810m 小山明人 

C. luteoornatus TNS–F–70998 MW474953 2017/8/1 同所 1810m 小山明人 

C. luteoornatus TNS–F–70999 MW474954 2017/8/1 同所 1810m 小山明人 

C. luteoornatus TNS–F–82000 MW474955 2017/8/8 同所 1810m 小山明人 

C. luteoornatus TNS–F–82001 MW474956 2017/8/14 長野県諏訪郡原村八ヶ岳 2150m 市川浩久 

C. luteoornatus TNS–F–82002 MW474957 2017/8/14 同所 2150m 市川浩久 

C. luteoornatus TNS–F–82003 MW474958 2019/7/23 長野県伊那市入笠山 1807m 小山明人 

C. luteoornatus TNS–F–82004     – 2020/8/3 同所 1810m 小山明人 

 

Cotinarius luteoornatus (M.M. Moser) Bidaud, Moënne-Locc. & Reumaux 

in Bidaud, Moënne-Loccoz, Reumaux & Henry, Atlas des Cortinaires (Meyzieu) 7: 229 (1995)  

 ≡ C. armillatus var. luteoornatus M.M. Moser, Schweiz. Z. Pilzk. 43: 117 (1965). 

和名：ナカダカツバフウセンタケ（小山明人新称） 

 

図1–7 

かさは径5.0–6.8 cm、はじめ頂部の丸い円錐形、のち中高の平らに開く。表面は平滑からやや繊維状、中央は

時に小鱗片状となる。色ははじめ全体が暗褐色（10R 3/3）から暗赤褐色（2.5YR 3/4）、成熟すると中央は暗褐色

（10R 3/3）から暗赤褐色（2.5YR 3/4）、周辺は淡赤褐色（10R 3/6）から淡黄褐色（7.5YR 8/4）となる。やや繊

維状の部分は暗褐色の筋状となることもある。吸水性や粘性はない。ひだはやや疎から疎（全ひだ38–44枚）

で柄に上生から湾生し、縁はやや鋸歯状でまだらに類白色を帯びることもある。はじめ淡褐色（10R 6/6）、の

ち、褐色（10R 4/6）となる。変色性はない。柄は9.5 –12.2 × 1.1–1.9 cm、円柱形で下方に向かってやや太まる。

表面は繊維状で類白色（N – 9）の地に赤褐色（7.5R 3/6）の外被膜の名残がやや段差のある不完全な輪となって

1–2個残る。粘性はない。基部の菌糸体は類白色（N – 9.5）から淡紅色（5R 8/6）を帯びる。かさの肉は中央の

み厚く（中央は1.0 –1.5 cm, かさ中央と縁の中間では0.2 –0.4 cm）固い。褐色（10R 4/4）から灰桃色（7.5R 

8/4）で変色性はない。柄の肉は固く中実でかさの肉と同色、変色性はない。味は温和で臭いは時にやや不快臭

がある。 

担子胞子は大きさ (8.3–)8.9–10.3(–13.1) × (6.0–)6.8–7.6(–9.2) µm、縦横比(1.22–)1.28–1.40(–1.52)、(153個、3標

本)、広楕円形から楕円形で淡褐色、イボは斑点状からわずかに脈状、時に頂部で明瞭となる（図6, 7）。偽アミ

ロイド。ひだ実質菌糸は幅 (5–)3.5–5.0(–6.0) µm (41個、2標本)の平行菌糸で透明からやや淡褐色、クランプがあ

る。末端細胞は大きさ (4.3–)5.8–19.6(–23.4) × (2.3–)2.6–7.9(–9.4) µm、(33個、3標本)、円柱形からやや棍棒状で

透明、クランプがある（図4）。担子器は大きさ (12.7–)19.6–41.5(–46.4) × (3.2–)4.9–10.5(10.9) µm (46個、3標
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本)、棍棒状で透明から暗褐色、4胞子性、基部にクランプがある（図5）。かさ表皮上層は幅 (3.1–)4.6–6.8(–8.5) 

µm (50個、3標本)、数層の匍匐した菌糸からなりしばしばやや立ち上がる。暗褐色から褐色の細胞内色素と細

胞外表皮に点状色素をわずかに持つ。中層は幅 (3.8–)4.6–7.0(–9.2) µm (37個、3標本)、数層の匍匐した菌糸から

なり色素は細胞外表皮に点状にわずかに見られる。下層は (27.1–)31.7–55.5(–73.9) × (8.9–)12.1–23.3(–27.9) µm (25

個、3標本)、紡錘形から樽型で時に細胞外表皮に点状に色素が見られる（図3）。かさ肉の実質菌糸は幅 

(4.5–)7.4–16.5(–31.3) µm (68個、3標本)で平行に配列する。かさを構成する菌糸はいずれもクランプがある。 

入笠山付近の発生地は亜高山帯で標高は約1800 ｍ、高層湿原の周辺に位置するシラビソ、コメツガ、ダケカ

ンバからなる林内で、子実体は蘚苔類に覆われた地上に少数群生から散生する。発生時期は7月中旬から8月中

旬である。一方、八ヶ岳周辺の発生地は標高2150 ｍ付近のシラビソもしくはオオシラビソを中心とした針葉樹

林内で、子実体の発生時期は8月中旬である。 

 

  

図1 Cortinarius luteoornatusの子実体（TNS–F–82004） 図2 野外での子実体の発生状況 （TNS–F–82003） 

 

       
 図3 かさ表皮縦断面 上層、中層、下層  50 µm       

 

             

      図5 担子器    20 µm                図7 担子胞子    

採集した10標本のうち、DNAを抽出し、ITS領域の塩基配列が得られた8標本（表1）を用いてBLAST検

索を行った結果、それらはC. luteoornatusの正基準標本から得られた ITS領域の塩基配列（NR119930, オースト

リア産）とそれぞれ98.80 %–100.00 %一致した。最尤法による系統解析の結果、長野県産の8標本から得られた

図4 ひだ実質菌糸の末端細胞 20 µm  

図6 担子胞子           10 µm 
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ITS領域の塩基配列は、C. luteoornatusの正基準標本の配列（NR119930）を含むヨーロッパおよびカナダ産標本

の配列と単系統群を形成した（図8）。それらのうち5標本から得た配列（MW474953, MW474955, MW474956, 

MW474957, MW474958）は、C. luteoornatusの正基準標本から得られた配列と系統的に差異が認められなかった

が、3標本（MW474951, MW474952, MW474954）についてはこの系統群内において、ノルウェー産標本から得

られた塩基配列とさらに単系統群をなした（図8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 ツバフウセンタケ節に属するフウセンタケ属菌の最尤法による ITS 領域の系統樹．各枝上の数値は最尤法

のブートストラップ値を示す． 

Cortinarius luteoornatusは、当初、オーストリア産標本に基づきC. armillatus (Fr.) Fr.の変種C. armillatus var. 

luteoornatusとして記載された。その後、C. armillatus forma luteo-ornatus (M.M. Moser) Nespiak、C. luteoornatusと

分類学的処置が変更されてきた（Bidaud et al. 1995）。また、今回の系統解析で同一の単系統群に位置したC. 

paragaudis subsp. oenochelis H. Lindstr.はMycobank（https://www.mycobank.org/; MB#412874, 2021年1月17日最終

 MW474957 Japan 

 MW474958 Japan 

 MW474956 Japan 

 MW474955 Japan 

 MW474953 Japan 

 MG786254.1 Cortinarius luteoornatus Canada 

 JN942825.1 Cortinarius luteoornatus Canada 

 JF907931.1 Cortinarius paragaudis Italy 

 HQ845145.1 Cortinarius paragaudis subsp. oenochelis TYPE Sweden 

 HQ845143.1 Cortinarius luteoornatus Finland 

 HQ845139.1 Cortinarius luteoornatus Sweden 

 HQ845132.1 Cortinarius luteoornatus Norway 

 HQ845131.1 Cortinarius luteoornatus Norway 

 MW474951 Japan 

 MW474952 Japan 

 MW474954 Japan 

 NR 119930.1 Cortinarius luteoornatus TYPE Austria 

 NR 119929.1 Cortinarius suboenochelis TYPE 

 NR 119931.1 Cortinarius pinigaudis TYPE 

 NR 131814.1 Cortinarius paragaudis NEOTYPE 

 NR 131813.1 Cortinarius roseoarmillatus TYPE 

 NR 131891.1 Cortinarius armillatus TYPE 

 MT935252.1 Cortinarius niveoglobosus ISOTYPE 

 MT935303.1 Cortinarius pholideus NEOTYPE 

 MT935315.1 Cortinarius privignatus TYPE 

 MT935467.1 Cortinarius subbulliardioides TYPE 

 NR 131788.1 Cortinarius anisatus TYPE 

 MT935546.1 Cortinarius terribilis TYPE 

 NR 120189.1 Cortinarius bovinus TYPE 

 DQ117927.2 Cortinarius brunneus var. brunneus NEOTYPE 

 EU266692.1 Cortinarius gentilis 

 NR 120149.1 Cortinarius neosanguineus TYPE 

 NR 131849.1 Cortinarius birkebakii TYPE 100 

87 

71 

52 
21 

39 

65 

27 

47 
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98 
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65 

87 

63 

99 

0.01 
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確認）では有効名とされるが、Index Fungorum

（http://www.indexfungorum.org/names/NamesRecord.asp?RecordID=412874; 2021年1月17日最終確認）ではC. 

paragaudis Fr.として扱われている。現在、C. paragaudis subsp. oenochelisは形態的特徴の観察および塩基配列情報

の解析により、C. luteoornatusの異名として扱われている（Niskanen et al. 2011）。 

今回供試した長野県産標本の子実体の肉眼的・顕微鏡的形態は、Brandrud et al.（1992）による記載と、かさ表

皮にわずかに見られるシマウマ状の色素以外はほぼ一致した。また、長野県産標本の形態は、Bidaud et al .

（1995）によるC. luteoornatusの形態的特徴の記載ともよく一致した。 

今回行った分子系統解析では、C. luteoornatusの正基準標本から得られた ITS領域の塩基配列NR119930（オー

ストリア産）と、入笠山産と八ヶ岳産の標本から得られた配列が単系統群を形成した（図8）。以上のように、

今回供試した長野県産標本はヨーロッパやカナダから知られているC. luteoornatusと同種であることが、系統的

にも裏付けられた。 

 

フウセンタケ属の中で、ツバフウセンタケ節に属する種は世界で10種がこれまでに知られており、そのうち

ヨーロッパではツバフウセンタケC. armillatus、C. luteoornatus、C. paragaudis、C. pinigaudis Niskanen, Kytöv. & 

Liimat.、C. roseoarmillatus Niskanen, Kytöv. & Liimat.、C. suboenochelis Kytöv., Liimat. & Niskanenの6種（Niscanen 

et al. 2011）が、日本ではツバフウセンタケ、ツバフウセンタケモドキC. subarmillatus Hongo、コツバフウセンタ

ケC. neoarmillatus Hongo、アカアシフウセンタケC. bulliardii (Pers.) Fr.の4種（今関・本郷 1987）が、そしてコ

スタリカでC. quercoarmillatus Ammirati, Halling & Garnicaの1種（Ammirati et al. 2007）がそれぞれ報告されてい

る。なお近年の研究では、C. bulliardiiはツバフウセンタケ節とは系統関係が異なるとされており、sect. Uracei 

Kühner & Romagn. ex Melotに含められている（Liimatainen et al. 2020）。これらのことから、現状では世界における

ツバフウセンタケ節内の既知種は9種となる。 

これらのうち、ツバフウセンタケは胞子の大きさが9.7–11.8 × 5.9–7.0 µmとより大型で、強い偽アミロイドで

ある点（Niscanen et al. 2011）でC. luteoornatusと異なる。C. paragaudisは胞子の大きさが6.3–7.7 × 5.2–6.3 µmで

あり、C. luteoornatusと比較してより小さい点（Niscanen et al. 2011）で異なる。Cortinarius pinigaudisは胞子の大

きさが6.1–7.0 × 4.7–5.7 µmと、C. luteoornatusと比較してより小さい点（Niscanen et al. 2011）で区別できる。

Cortinarius roseoarmillatusは胞子の大きさが6.6–8.6 × 5.0–6.1 µmと、C. luteoornatusよりも小さく、その形状もア

ーモンド形から楕円形、強い偽アミロイドである点（Niscanen et al. 2011）で異なる。Cortinarius suboenochelisは

胞子の大きさが8.6–11.1 × 5.9–7.3 µmとC. luteoornatusと比較してより大型である点（Niscanen et al. 2011）で異

なる。また、ツバフウセンタケモドキはブナ・ミズナラ林に発生する点（今関・本郷 1987）でC. luteoornatus

とは異なる。コツバフウセンタケはかさの径が1.5–2.5 cmとC. luteoornatusよりも小型であり、胞子の形状は楕

円形からややアーモンド形、そしてアカマツ・コナラ林に発生する点（今関・本郷 1987）で区別できる。さら

に、C. quercoarmillatusは胞子の大きさが11–13 × 7–9 µmとC. luteoornatusよりも大きい点（Ammirati et al. 

2007)）で異なる。 

 

以上のように肉眼的特徴、顕微鏡的特徴の観察ならびに分子系統解析に基づき、今回供試した長野県産標本を

C. luteoornatusと同定した。本菌はこれまで日本からの報告はなく，今回が初記録である。本菌の和名として、

かさが中丘を有する形状が多いことからナカダカツバフウセンタケを提唱する。 

 

摘要 

フウセンタケ属ツバフウセンタケ節に属するCortinarius luteoornatusを伊那市の入笠山山域、諏訪郡原村の八

ヶ岳周辺で採集し、核リボゾームDNA遺伝子の ITS領域を用いた分子系統解析および形態的特徴の観察に基づ

き同定し、記載と図を添えて日本新産種として報告した。本菌に対してナカダカツバフウセンタケの和名を提唱

した。 
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